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餌
年
ー
一
や
孜
茨
命
漿
合
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一
隠
Jg

塁
月
11
命
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一

ー

ト

も

‘

屑

喜

誓

息

芦

裕

廻

り

5
勝
ば
、
ヤ
年

月
払
行
し
て
来
ま
た
が
、
今
年
年
（
雨
天
の
際
毎
二
十
一
日
（
日
）
門
）
11J
中
叩
（
m-
i-関
門
）

11i-l

出

し

ま

す

。

別

一

、

二

位

、

区

閲

記

録

冗

．

吾

、

次

の
咬
箆
即
墜
9
る
こ
と

午

前

九

時

閤

‘

十

時

盆

）

中

前

ぶ

因
問
）

r盃
（

翌

0
訳
叫
は
一
中
（
赤
）
二
中
（
『
）
茎
唸
参
加
宅
全
コ
ー
る
R

辻
右

rl
中
(

g

ー
）
附
中
（
改
）
、
一
チ
ー

に
参
俎

m．
マ
ラ
ソ
ン
に
於
て

屡

凰

詈

ん

の

御

参

加

を

希

▽
コ
ー
ス

0
l殴
、
高
屈
（
九
＿

ooE)11器
磨

息

悶

手

。

概

鳥

9
-

＿岱

）

ス

久

ー

＆

喜

前

一

▽

荏

居

0
一
殴
の
郡
(
-
)
-
＿

ム
六
名
、
学
年
別
に
喜
＝l

チ
ー
ム

ー

品

一

＿

璽

誓

翌

口

釈

臭

汀

""[Hい
11"11""＂口丑いい
＿lit十

ニ
チ
ー
ム
旦
も
士

す

．

：

盟

地

ド

羹

登

憚

衝

裟

墨

屋

賃

器

の

急

と

一

県

扁

＂

薩

点

敦

孔

niJ

一
塁
慇
（
共
且

磨

岩

し

）

点

恒

爵

已

に

ま

後

＝

i-
チ
ー

科

と

し
手
。

な
っ
て
居
り
ま
す
。

0
中
学
校
諮
の
部
（
一
七
、
五
0

g
高

誘

郡

市

内

器

（

吾

器

ム

各

麿

も

見

（

市

牧

百

杢

只

会

）

▽

習

十

一
百
一
干
日
（
土
）
午
級

0
米
）
ス
ク
ー
ト
教
宵
全
11-―石
婆

音
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店
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師
走
の
街
か
ら

峠
謬
騎
且
鰐

~
犯
罪
を
無
くし
ま
し
よ
う
ー

可
[
<
い
炉
棗
竺
賛

十

五

II
一年
中
で
一
祐
忙
し
い
塵
象
4
に
し
て
、

少
し
も

mく
近
く
の
組
合
名

政

腐

入

数

臼

は
、
そ
の
に
し
き
に
つ
け
込
む
犯
郎
の
一
交
お
か
投
駆
冴
へ
届
け
て
下
さ
い
。
胃

PI
迄
局

l

九
石
八

多

い
時
で
す
。

汲
志
ハ
五
出
し
匹
の
市
転
は
一
＿

Q
布
で
す
．
交
人
混
み
で
ズ
国
臼
町

二

七

‘

=l-

二
0
、
五

等
々
、
＾
忠
多
い
時
で
、
そ
れ
た
け
リ
F
辺
っ
た
時
も
、
そ
の
宮
早
く
屈
け

オ

川
町

に
ス
リ
や
翌
凪
ね
ら
い
が
あ
り
g
ち
出
て
下
さ
い
．
Jdi
け
の
早
い
こ
糸
、

一

塁
守
町
北
幽
五
九
、
七

で

す

．

外

出

届

翠

品

を

屈

に

犯

怠

扁

よ

り

整

厚

。

目

石

器

町

醤

城

東

一

四

、

三
六
八
、
三

し
、
四
翌
房
所
に
よ
く
ぽ
ん
で
四
一ま
ご
し
い
師
走
の
町
、
魯
．
た
ゞ
し

一

き
手
¥
ぅ
．
不
完
念
錠
膨
罪
て
い
師
定
の
町
か
ら
熙
翌
な
く
し
朽
丑
懐

品

名
招
く
も
名

J

す
か
ら
、
ょ
＜
碇
よ
う
。
士
出
活
さ
ん
t
血
協
力
を
房
高
田
町

八

一

、

四

め
て
し
つ
か
り
Utけ
て
下
さ
い
。
万
一
年
。

（
保
盗
、
市

E)

摺

町

＝

＝

＝一七．
9
]

あ
か
つ
き
―
―
―
-1
-
、
七

闘

笥

竺

七
一
、

0

塁

裟

＿
5

に
あ
っ
た
ら
、
現
培
を
そ
＿

天
川
原
町
光

一
〇
六
、
入

天
川
似
町
四

八
五
、

0

天
川
原
町
共
栄

二
七
九
、
一

六

供

町

第

一

二
0
上、

四

六
供
町
北
郎
七
四
、
一

面

四

OO

六
三、

ニ

六
供
町
南
邸
一
〇
七
、
八

六

供

阻

盤

四

二

、

六

六
供
町
江
木
九
二
、

0

宗
器
町
＝
＝
―
-
、
五

前

代

田

町

二

八

、

五

紅

Z
町

八

、

五

屡

町

六

一

、

0

竪

農

家

四

一

、

一

合

計

二

、

一

五
二
、

0

い

鑑
賞
會

n
ー

ド
、
合
唱
、
映
術
鑑
賞

望

漿

ょ

D

（

二

）

盆

醤

墾

会

欝

塁

(
l
-
i
)

解
¢
並
台
E

～
四
山
晋
次

郎
、
井
上
ぷ
キ
、
木
荘
一
夫
氏

（四）

g
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
0
"
s
U名
血

記
[1
、長
時
間
レ
n
ー
ド
屑
）
「
白

只
の
糊
他
◇
合
嘔

「
家
路
プ
ル

ド
ッ
ク
と
畦
、
三
匹
の
虹
、
ポ
ル
ガ

の
舟
嗅
、

r笑
欧
◇
欧

g
由
遵
赤
い

サ
ラ
フ
ァ
ン
（
夜
の
窓
辺
に
）
曰
友

◇
口
架
醤
目
「
バ
ッ
ハ
裏
の

ひ
と
A
き
」
他

釜
）
技

m
J
Rピ
ク
久
ー
技
師
究
上

了
氏
（
教
宮
．含
只
会
、
図
四
芭

市
民
レ

r
 

産
米
供
出
完
遂

本
市
は
一

0
五
グ
ク
の
成
結

本
市
の
今
年
度
累
畠
出
田
得
二
「
弓
六
ま
し
た
の
で
、
市
で
ほ
去

年

一
五
二
石
（
昨
年
よ
且
五
l

右
誡
）
と
一
月
八
目
祖
合
別
の
供
出
量
を
次
の
通

ヽ 住
民
登
録
の
異

動
届
に
就
て

g
入
、
窟
、

B
店
、
世

mの
環
成
の

変
出
、
世
塁
与
紐

m
eC変
｀
の

唇
、

U
E、
同
疇
助
摂
社
て
、

市
以
所
市
民
5

.（曲
C
山
市
立
3
バ
い

前
）
へ
屈
出
て
下
さ
い
。
屈
出
の
期
虫

は
、
烹
出
伶
醤
出
前
日
、
そ
の
他

笠
9

ぺ
て
十
四
日
以
内
で
す
。

（
市
民
凶
）

-― ---

市

民
マ

認
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来
る
廿
日
欅
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込
十
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限
り

ラ

ソ
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・
昌
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▽
お
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追
加
更
正
豫
算
そ
の
他

＞口

n"目
[
[
い
[
[
且
鰭

奥
四
昂
四
ト
fi
円
咲
出
し
の
た
め
咽
良
。
屯
熟
器
の
阻
灰
ー
[
布

さ

る

怠

塁

）

子

さ

ん

の

盗

怠

猛

烹

．

5

、

＿
し
ら
＝
も
注
意
し
て
ぶ
い
。
塁

＼

菫
要
諸
議
案
可
決

の―-

i

案
r
"
J
"

岱

悶

K
の心

f

十
一
月
十
一

日
開
会
の
定
例
市
議
会

朗
、
目
、
出
、
ド
、
ヰ
島
、
克
本
以
来
、
老
に
七
年
、
盗
塁
上
に

氣
匂
岳
一
月
十
．
篇
廃
吾
靡
農
賓
腐
公
咽
＂
悶
匹
示
蘭
‘
.

-l森
各
点
の
器
、
臼
夕
只
（
商
ぁ
条
市
な
火
の
ー
い
か
ら
詈
食

五
竺
時
二
十
分
か
ら
一
中
一
部
改
や
っ
い
て

1
・
ニ
§
分
屈
し
て
＿
喜
負
喜
員
喜
め
、
市
民
埒
人
の
。
協
力
を
得

き
i
-

安
、
ぷ
土
木
、
伶
型
、
毎
庶
浮
羊
。

B"ロ
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重

冨
雷
盆
裔
更
璽
▽
u
l
m
九
四
g
悶
＂
分
器
委
叫
▽
・
全

．．
 

為
促
謡
因
市
心
入

の

盲
会
、
出
笞
爵
一
―
-
+
―
二
巾
言
改
喜
い
て
（
巾
多
11

召
屈
・
r
ク
嘉
ぶ
、
:
{
約
‘
m
翡
蕊
苔
・
↑
か
あ
り
幕
地

移

韓

に

つ

、
て

会
～
名
突
醤
名
）
で
市
か
ら
・
枚
学
成
の
男
内
、
凡
柘
『
あ
れ
昴
貴
、
七
合
、
将
費
、
社
会
脊
浜
の
翌
に
よ
り
問
も
賃

息
oo口市虻
、大
図
賂
農
中
「
教
n品
穿
ゑ
汲
、
孜

g
各
盆
痴
裟
、
保
雌
塁
2
、}
命
品
を
9
略
し
て
溢
通
り
可
決
し

＞

蔽

盃

患

魯

阜

四
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食

閉

霊
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加

え
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雇
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符

乳
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f

磨
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喜

蔦

燐

悶

息

墨

閲
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ら
出
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て

め

の

改

邑

郊

屡
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ぶ
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出

金
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の
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C

治
に
薔
翌
．
と
そ
の
準
祭
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役
次
空
‘
此
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る
器

市
3
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に
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品
（
北
器
家
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紅
・
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は
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の
必
屯
が
あ
り
キ
す
の
で
、
哀
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吋
ん
一
日
与
る
こ
と
も
、
怨
'
―▽
同
m
岱
品
薩
素
麿
一
正
、
そ
入
ほ
栂
廿
恩
然
'
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▽
市
各
喜

八
六
号
迎
店
市
市
竺

goo)＆
閉
一
図
整
に
一
閑
洛
裳
、
度
裳
、
m
人
へ

i

豆
佗
使
整
ハ
十
八
ク
3
,
～
拇

"6各
遠
洛
協
年
一
月
二

需
中
改
正
に
つ
い
て
つ
い
て
（
公
汲
期
＂
臼
年
一

．月一円

U
収
人
T
r
:
“
m
器
、
辿
m
証
田
、
界
ぷ
U
山
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一
郎
氏
）
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-
R

十一日
J

苫
，
向
町
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は
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-
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叩
八
卓
四
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な
千
九
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卜
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綸
絲
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力
に
つ
い
棺
袖
搾
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頸
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出
て
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各
八
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一
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扁
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八
ほ
租
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固
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さ
い
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右
の
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い
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例
中
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に
つ
い
て
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日
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円
、
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ぅ
苔
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千
四
再
七
十

月
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千
岱
四
十
翡
）
＝
面
氏
以
下
四
十
欝
、
松
介
寂
と
き
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呵
酋
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れ
し
ヽ
ナ
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八
八
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品
夏
惚

麿

各
人
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に
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内
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例一ので

案
を
一
括
品
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品
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息
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繕
悶

只
ャ
田
m
農
皐
八
多

一咽

心

中改
正につい
て

大
図助
漿
屈
理
由
を
爵
、
細
井
玄
＾
共
符
金
に
が
当
の
た
め
＿
手
五
の
二
件
の
茄
m
の
棗
缶
が
あ
っ
て＝一
時

Q
所
在
地
向

町

▽
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堕
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翡
需
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方
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の
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で
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、
的
人
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した
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名
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林
寺
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輪
盆
業
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条
例
中
改
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に
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て
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の
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虎
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塁
爵

扁

設
定
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力

市
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四
喜
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の
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滋
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を
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つ
て
い
手
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ば

煙

突

・
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マ

ド
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供

の

火
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罠
次
の
通
り
腐
磁
誓
き
と

窒
塁
を一括
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程
し
、
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「
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ク

田
り

、
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阿
濶
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政
、
吉

翡

戒

一
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に
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醤
日
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次
の
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し
い
こ
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げ
て
も
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一月一
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岱
る
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店
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内
の
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加
入
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火
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開
器
品
腐
内
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に
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店
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中
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悶
の
烈
皿
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り
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の
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し
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O
介
衝
就
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I
需
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試
隊
と

拓
、ぃ屏
醤
両
皿
長
が
笞
弁
を
な
ー
、

A
ノ

問
の
本
絋
玉
お
知
ら
生
岳
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に
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つ
て
店
り
手
の
で

貪
，
＾
慧
各
略
し
て
hii
案
通
り
し
に
し
来
し
斤
通
り
、
こ
れ
か
ら
収
さ
と
市
て
ht,r佼
、
全
吐
、
恕
匹
陀
、
H
場
すか
ら
、
そ
の
民
話
を
苅
用
し
て一＿
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息

F
齊
慇
も
あ
り
モ
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、
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火
決
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誓
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岱
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哀
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め
て
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の
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．
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澤
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く
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、
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